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者
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の
も
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し
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４
ヵ
月
連
続
で
上
昇

内
閣
府
、

月
の

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査

先
行
き
Ｄ
Ｉ
は
低
下

Ｔ
Ｐ
は
４
ヵ
月
ぶ
り
増

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
売
上
高
月速報

宿
泊
が
２
ヵ
月
連
続
上
昇


月
の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

景
気
の
基
調
判
断

「
持
ち
直
し
の
動
き
」

１
月
の
月
例
経
済
報
告

先行きに警戒感
「今後マイナス」増

帝国データ、コロナ影響調査

　
大
学
を
卒
業
す
る
際
、
私

は
自
衛
隊
に
入
ろ
う
と
し

た
。制
服
が
好
き
だ
っ
た
し
、

埼
玉
県
朝
霞
市
に
自
衛
隊
体

育
学
校
が
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
指
す
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
全
米

選
手
権
で
優
勝
し
、
レ
ス
ラ

ー
と
し
て
最
盛
期
、
自
衛
隊

員
と
し
て
活
躍
し
て
や
ろ
う

と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
父

親
の
軍
隊
生
活
を
子
供
の
頃

に
聴
か
さ
れ
、
一
種
の
軍
人

へ
の
憧
れ
が
私
の
心
に
宿
っ

て
も
い
た
。

　
東
ミ
シ
ガ
ン
大
に
留
学

中
、
私
は
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
い
う

課
目
を
選
択
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
は
、
米
軍
が
将
校
の
育
成

を
目
的
と
し
て
全
米
中
の
大

学
に
設
置
す
る
訓
練
課
程
で

２
単
位
を
取
得
で
き
る
（
Ｒ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は
、
Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ

ｖ
ｅ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
ｓ


　
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
の
略
）
。
卒
業

後
に
４
年
間
軍
隊
に
入
る
と

約
束
す
れ
ば
、
奨
学
金
が
出

る
シ
ス
テ
ム
。
米
軍
は
軍
人

づ
く
り
の
た
め
に
国
あ
げ
て

熱
心
だ
っ
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の

教
官
は
エ
リ
ー
ト
軍
人
、
魅

力
的
で
紳
士
だ
か
ら
か
、
多

く
の
学
生
た
ち
が
選
択
し
て

い
た
。
授
業
の
初
歩
は
、
歩

行
訓
練
と
軍
服
や
軍
靴
の
手

入
れ
、
ボ
タ
ン
や
襟
章
を
磨

く
訓
練
、
け
っ
こ
う
楽
し
か

っ
た
。

　
留
学
生
の
多
く
が
選
択
し

て
い
た
の
は
、
英
語
が
不
得

意
で
も
単
位
が
取
れ
る
上

に
、
軍
隊
に
入
隊
す
れ
ば
容

易
に
市
民
権
や
国
籍
を
取
得

で
き
る
か
ら
だ
と
耳
に
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
だ
っ

た
た
め
、
１
人
で
も
多
く
の

軍
人
を
政
府
が
求
め
て
い
る

よ
う
で
も
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

米
国
で
は
一
般
的
に
軍
人
は

国
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い

た
。
米
ソ
の
冷
戦
時
代
で
も

あ
っ
た
が
ゆ
え
、
国
民
の
国

防
意
識
が
高
か
っ
た
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
最
近
、

市
中
で
自
衛
隊
の
制
服
を
着

用
す
る
隊
員
を
見
か
け
な

い
。
隊
員
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
わ
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
も
身
分
を
明
か

す
と
疲
れ
る
か
ら
だ
ろ
う

か
。
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
隊

員
に
行
動
し
て
ほ
し
い
と
願

う
。
日
本
で
は
、
自
衛
隊
と

隊
員
を
尊
敬
し
な
い
風
潮
も

あ
る
。国
と
国
民
の
た
め
に
、

大
変
な
思
い
で
働
く
人
た
ち

の
組
織
を
評
価
し
な
い
の
は

「
平
和
ボ
ケ
」
の
象
徴
で
あ

ろ
う
。
自
然
災
害
時
で
も
自

衛
隊
な
く
し
て
復
興
は
で
き

な
い
。
憲
法
違
反
の
組
織
だ

と
主
張
す
る
政
党
や
団
体
が

存
在
す
る
た
め
、
隊
員
募
集

に
各
自
治
体
も
熱
心
に
取
り

組
ま
な
い
の
は
残
念
だ
。

　
防
衛
大
学
校
の
卒
業
生
の

う
ち
、
近
年
で
は
５
％
以
上

が
任
官
拒
否
者
で
あ
る
。
２

０
１
８
年
は

人
、
７
％
強

だ
っ
た
。
特
別
職
の
国
家
公

務
員
の
防
大
生
、
任
官
を
拒

否
す
れ
ば
国
民
が
落
胆
す
る

こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

自
由
と
い
え
ば
自
由
だ
が
、

国
民
の
期
待
を
裏
切
る
に
等

し
い
任
官
拒
否
、
国
民
の
国

防
意
識
の
低
下
を
反
映
さ
せ

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
か
。

　
自
衛
隊
が
発
足
し
た
の
は

１
９
５
４
年
、
防
衛
庁
設
置

法
に
よ
り
保
安
隊
、
警
備
隊

を
改
組
し
て
ス
タ
ー
ト
。
だ

が
、
悲
し
い
こ
と
に
定
員
を

充
足
で
き
ず
、
ほ
ぼ
１
割
の

定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
。

防
衛
省
は
、
全
国

カ
所
に

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
を
置

き
、
募
集
相
談
員
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
募
集
に
力
を
入

れ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団

体
は
、
募
集
期
間
等
の
告
示

や
広
報
宣
伝
を
行
い
、
自
衛

官
と
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行

う
。が
、自
治
体
に
よ
っ
て
、

そ
の
温
度
差
が
大
き
い
。
自

衛
官
募
集
を
他
人
事
と
捉
え

て
い
る
自
治
体
も
散
見
す

る
。防
衛
省
は
、自
治
体
の
そ

れ
ら
の
経
費
を
配
分
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
協
力
を

得
て
い
な
い
の
が
現
実
だ
。

　

年
間
、
戦
禍
に
ま
み
れ

な
か
っ
た
日
本
、
安
全
保
障

は
米
軍
頼
み
と
私
た
ち
は
決

め
つ
け
て
は
い
ま
い
か
。
自

分
た
ち
の
国
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
意
識
が
希
薄

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
左
派

系
の
首
長
が
誕
生
し
た
り
、

議
会
も
左
派
系
の
議
員
が
増

え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
衛

隊
へ
の
協
力
が
弱
く
な
っ
て

い
る
。
自
衛
隊
自
身
も
女
性

隊
員
を
増
加
さ
せ
た
り
、
改

革
を
急
い
で
い
る
。

　
各
自
治
体
は
、
隊
員
募
集

に
力
を
入
れ
て
協
力
す
べ
き

で
あ
る
。
困
っ
た
と
き
に
は

自
衛
隊
を
頼
り
な
が
ら
、
募

集
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
姿
勢

は
都
合
主
義
す
ぎ
る
。
自
治

体
に
よ
っ
て
は
「
自
衛
隊
友

の
会
」
を
作
り
、
応
援
し
た

り
交
流
し
た
り
し
て
い
る
。

「
隊
員
募
集
日
本
一
」
を
誇

る
自
治
体
の
出
現
を
期
待
し

た
い
。
隊
員
は
各
種
の
免
許

や
資
格
を
取
得
し
、
除
隊
後

に
そ
れ
ら
を
生
か
し
て
い

る
。
再
就
職
の
た
め
の
活
動

も
自
衛
隊
は
熱
心
で
あ
る
。

　
私
の
自
衛
隊
入
り
は
、
大

学
院
進
学
の
た
め
に
流
れ
た

が
、
い
ま
も
さ
ま
ざ
ま
な
協

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
隊
員
に
名
誉
を
与
え
、

米
国
並
み
に
尊
敬
し
よ
う
で

は
な
い
か
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
全
館
禁

煙
に
切
り
替
え
る
宿
が
多
い
。

受
動
喫
煙
防
止
が
ト
レ
ン
ド
に

な
り
、
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
滞
在

環
境
を
求
め
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
措
置
だ
と
思

う
。
宿
に
と
っ
て
は
顧
客
に
嫌

わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
商
売
に
な

ら
な
い
と
い
う
の
も
本
音
に
違

い
な
い
。
施
設
へ
の
タ
バ
コ
臭

や
ヤ
ニ
の
付
着
防
止
の
意
味
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
愛
煙
家

に
は
ま
す
ま
す
肩
身
の
狭
い
世

の
中
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に

宿
の
喫
煙
所
を
見
る
と
、
屋
外

に
ポ
ツ
ン
と
灰
皿
の
あ
る
喫
煙

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
だ
け
の
宿
が

多
く
、
喫
煙
者
は
ま
る
で
犯
罪

者
の
よ
う
な
扱
い
で
あ
る
。
だ

が
、
喫
煙
者
と
て
大
切
な
お
客

さ
ま
。
個
人
の
嗜
好
は
抑
え
ら

れ
な
い
こ
と
を
一
考
す
る
こ
と

も
検
討
に
要
す
る
と
思
う
。

　
都
内
を
歩
い
て
い
て
気
づ
く

の
は
、
あ
ち
こ
ち
に
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
囲
わ
れ
た
屋
外
喫
煙

所
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
改
正
健
康
増
進
法
と
東
京

都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
全
面

施
行
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
事
業
所
や
飲
食
店
等
の

屋
内
で
原
則
禁
煙
と
な
っ
た
こ

と
が
そ
の
要
因
に
な
っ
て
い

る
。
「
タ
バ
コ
を
吸
う
場
所
が

な
い
」
と
い
う
の
が
多
く
の
喫

煙
者
の
嘆
き
な
の
だ
。

　
そ
の
一
方
で
路
上
喫
煙
の
増

加
と
い
っ
た
喫
煙
マ
ナ
ー
の
問

題
も
浮
上
し
て
い
る
。
大
阪
府

が
報
告
し
た
「
受
動
喫
煙
防
止

対
策
に
お
け
る
飲
食
店
実
態
調

査
及
び
府
民
へ
の
意
識
調
査
」

で
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

が
屋
外
分
煙
所
の
設
置
を
求
め

る
声
は
８
割
を
超
え
、
吸
う
人

よ
り
も
要
望
が
多
い
と
い
う
結

果
に
な
る
な
ど
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
だ
け
で
な
く
、
吸
わ
な
い

人
に
と
っ
て
も
公
共
喫
煙
所
は

有
効
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
日
本
た
ば
こ
産
業
で

も
、
喫
煙
環
境
整
備
と
喫
煙
マ

ナ
ー
向
上
の
啓
発
活
動
に
よ
っ

て
、
吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人
が

と
も
に
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

を
目
指
し
た
い
と
屋
外
喫
煙
所

の
普
及
に
努
め
て
い
る
よ
う
だ

が
…
。

　
喫
煙
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
。
そ

れ
を
示
唆
す
る
屋
外
喫
煙
所
が

あ
る
。
個
人
的
趣
味
か
ら
、
墨

田
区
に
あ
る
「
す
み
だ
北
斎
美

術
館
」
を
訪
ね
た
際
に
、
デ
ザ

イ
ン
ア
ー
ト
を
施
し
た
屋
外
喫

煙
所
を
錦
糸
町
北
口
で
目
に
し

た
。
葛
飾
北
斎
が
人
生
の
ほ
と

ん
ど
を
す
み
だ
の
地
で
過
ご
し

た
こ
と
か
ら
、
墨
田
区
で
は
区

の
魅
力
を
内
外
に
広
め
る
た

め
、
２
０
１
６
年
か
ら
「
み
ん

な
が
北
斎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

る
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
テ

ー
マ
は
障
が
い
の
あ
る
人
が
創

作
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に

参
加
す
る
環
境
の
提
供
で
あ

り
、
喫
煙
所
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
ト
作
品
が
施
さ
れ
て
い

る
。
見
て
い
て
楽
し
い
。

　
テ
ー
マ
は
異
な
る
が
、
宿
で

の
喫
煙
者
を
ど
の
よ
う
に
も
て

な
す
か
、
と
飛
躍
し
て
考
え
れ

ば
、
宿
の
敷
地
内
に
ア
ー
ト
を

施
し
た
喫
煙
施
設
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
こ
で
一
服
す
る
ひ
と
と
き
に

心
が
沸
き
立
つ
よ
う
な
…
。
灰

皿
ひ
と
つ
で
は
、
ち
ょ
っ
と
寂

し
す
ぎ
る
。

（５） 第３１１２号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１月３１日（月曜日）

　
政
府
は

日
、
今
年
１
月

の
月
例
経
済
報
告
を
決
定
し

た
。
景
気
の
基
調
判
断
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
厳
し
い
状
況
が

徐
々
に
緩
和
さ
れ
る
中
で
、

こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
る
」
と
、
前
月

の
判
断
を
据
え
置
い
た
。

　
各
論
で
は
、
個
人
消
費
を

「
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
て

い
る
」
と
、
前
月
の
判
断
を

据
え
置
き
。
旅
行
に
つ
い
て

「
極
め
て
低
い
水
準
が
続
い

て
い
る
が
、
国
内
旅
行
に
つ

い
て
は
持
ち
直
し
て
い
る
」

と
し
た
。

　
内
閣
府
は

日
、
景
気
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
昨
年


月
分
を
公
表
し
た
。
同
月
の

景
気
の
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
（
季

節
調
整
値
）
は
前
月
比
０
・

１
㌽
増
の

・
４
と
、
４
カ

月
連
続
で
上
昇
し
た
。た
だ
、

先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
（
同
）
は

同
４
・
０
㌽
減
の

・
４
と

低
下
。
回
答
し
た
宿
泊
関
係

者
か
ら
、
「
新
変
異
株
に
よ

る
感
染
の
再
拡
大
等
に
よ

り
、
余
暇
に
対
す
る
消
費
の

抑
制
を
懸
念
し
て
い
る
」
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
調
査
は
宿
泊
業
、運
輸
業
、

飲
食
業
な
ど
、
地
域
の
景
気

の
動
き
を
観
察
で
き
る
人
々

に
、
３
カ
月
前
と
比
べ
た
景

気
の
現
状
、
２
～
３
カ
月
先

の
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て

「
良
い
」
「
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
」
「
や
や
悪
い
」
な

ど
５
段
階
で
判
断
し
て
も
ら

い
、
結
果
を
数
値
化
し
た
も

の
。

　
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
家
計
動

向
関
連
（
前
月
比
０
・
７
㌽

増
の

・
２
）
と
雇
用
関
連

（
同
１
・
２
㌽
増
の

・
２
）

が
上
昇
。
企
業
動
向
関
連

（
同
２
・
４
㌽
減
の

・
１
）

が
低
下
し
た
。

　
家
計
動
向
関
連
の
中
で

は
、
小
売
関
連
（
同
３
・
０

㌽
増
の

・
７
）
が
上
昇
。

サ
ー
ビ
ス
関
連
（
同
１
・
６

㌽
減
の

・
３
）
と
飲
食
関

連
（
同
６
・
１
㌽
減
の

・

１
）
が
低
下
し
た
。

　
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
サ

ー
ビ
ス
関
連
、
飲
食
関
連
を

は
じ
め
、
全
て
の
Ｄ
Ｉ
が
低

下
し
た
。

　
景
気
判
断
理
由
の
主
な
回

答
は
次
の
通
り
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て

い
る
こ
と
で
航
空
機
利
用
者

が
増
加
し
て
い
る
。
ク
リ
ス

マ
ス
か
ら
年
末
に
か
け
て
の

利
用
状
況
も
良
く
、
帰
省
な

ど
の
生
活
需
要
や
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
な
ど
の
冬
季
観
光
需
要

も
回
復
し
て
き
て
い
る
」

（
現
状
、や
や
良
、北
海
道
、

旅
行
代
理
店
）
。

　
「
宿
泊
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
を
中
心
に
稼
働
が
安
定
し

て
い
る
。
料
飲
部
門
は
、
少

人
数
の
宴
会
や
会
食
等
が
増

え
て
き
て
い
る
」
（
現
状
、

良
、
北
関
東
、
都
市
型
ホ
テ

ル
）
。

　
「

月
の
宿
泊
の
結
果
を

見
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
以
前
よ
り
売
り
上
げ
が

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
過

去
５
年
間
と
比
べ
て
も
、


月
単
月
売
り
上
げ
で
１
番
で

あ
る
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー
企
画
で
は
、
１
人

２
万
円
の
デ
ィ
ナ
ー
が
あ
っ

と
い
う
間
に
完
売
し
て
い

る
」（
現
状
、良
、甲
信
越
、

都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
各
自
治
体
に
よ
る
施
策

の
影
響
で
、
全
国
的
に
稼
働

率
が
飛
躍
的
に
上
が
っ
て
い

る
。
た
だ
し
当
社
に
限
っ
て

は
、
大
阪
の
中
心
地
か
ら
外

れ
た
立
地
で
あ
る
た
め
、
低

稼
働
の
日
も
多
い
」（
現
状
、

良
、近
畿
、都
市
型
ホ
テ
ル
）。

　
「
３
カ
月
前
に
は
発
出
さ

れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
て
い
る
現
在
は
宿

泊
の
予
約
も
増
え
、
会
議
や

飲
食
の
利
用
も
増
え
て
い

る
。
た
だ
、
２
０
１
９
年
の

ピ
ー
ク
と
比
べ
る
と
４
割
程

度
と
な
っ
て
い
る
」（
現
状
、

や
や
良
、
沖
縄
、
観
光
型
ホ

テ
ル
）
。

　
「
変
わ
ら
な
い
と
い
う
よ

り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
新
変
異
株
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
上
に
も
下
に
も

振
れ
る
と
い
う
意
味
合
い
で

あ
る
」
（
先
行
き
、
不
変
、

南
関
東
、都
市
型
ホ
テ
ル
）。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
変
異
株
の
市
中
感
染
が
広

が
り
、
再
度
移
動
や
飲
食
業

の
自
粛
が
始
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。
既
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

前
の
ビ
ル
内
に
あ
る
旅
行
代

理
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
１
月

末
で
閉
鎖
す
る
連
絡
が
客
に

あ
る
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
に
対
応
す
る
縮
小
体
制

に
入
る
業
界
が
出
始
め
て
い

る
」
（
先
行
き
、
や
や
悪
、

東
海
、
旅
行
代
理
店
）
。

　
「
年
末
年
始
の
宿
泊
予
約

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
変
異
株

に
よ
る
感
染
の
再
拡
大
お
よ

び
燃
料
や
食
料
品
等
の
値
上

げ
に
よ
り
、
外
食
や
旅
行
な

ど
の
余
暇
に
対
す
る
消
費
の

抑
制
を
懸
念
し
て
い
る
」

（
先
行
き
、や
や
悪
、北
陸
、

都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
年
明
け
以
降
、
隣
県
割

引
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
定
の

来
客
数
は
期
待
で
き
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
変
異

株
の
影
響
が
出
る
と
一
気
に

冷
え
込
む
可
能
性
も
あ
る
。

売
り
上
げ
回
復
前
に
コ
ス
ト

上
昇
が
先
行
す
る
と
景
気
に

相
当
な
悪
影
響
を
与
え
る
」

（
先
行
き
、や
や
良
、四
国
、

観
光
型
旅
館
）
。

　
経
済
産
業
省
は

日
、
特

定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
態
統
計

調
査
の
昨
年

月
分
速
報
を

公
表
し
た
。
対
個
人
サ
ー
ビ

ス
業
の
趣
味
・
娯
楽
関
連
５

業
種
の
売
上
高
は
、
遊
園
地

・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
Ｔ
Ｐ
）

な
ど
４
業
種
が
前
年
同
月
比

増
加
。
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
の

み
減
少
し
た
。
Ｔ
Ｐ
は

・

８
％
増
の
４
６
３
億
５
７
０

０
万
円
と
、
４
カ
月
ぶ
り
に

増
加
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が


・
３
％
増
加
。
入
場
者
数

は
一
般
が
９
・
８
％
、
団
体

が

・
１
％
増
加
し
、
全
体

で

・
４
％
増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
２
・
９
％
増

の

億
２
７
０
０
万
円
と
３

カ
月
連
続
で
増
加
。
利
用
料

金
収
入
が
３
・
６
％
、
利
用

者
数
が
１
・
６
％
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
４
・
８

％
増
の

億
１
５
０
０
万
円

と

カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
者
数
が
２
・
４
％
増
加
し

た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
４
・
４

％
増
の

億
７
０
０
万
円
と

６
カ
月
ぶ
り
に
増
加
。
利
用

者
数
が
３
・
７
％
増
加
し
た
。

　
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
４
・

１
％
減
の
１
９
５
６
億
７
千

万
円
と
５
カ
月
連
続
で
減
少

し
た
。

　
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
、
結
婚
式
場
、
学
習

塾
、
葬
儀
業
の
３
業
種
が
前

年
同
月
比
増
加
。
外
国
語
会

話
教
室
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
の
２
業
種
が
同
減
少
し

た
。

　
結
婚
式
場
業
は

・
９
％

増
と
、
８
カ
月
連
続
で
増
加

し
た
。

　
経
済
産
業
省
が

日
に
公

表
し
た
昨
年

月
の
第
３
次

産
業
活
動
指
数
（
２
０
１
５

年
＝
１
０
０
）
は
、
宿
泊
業

が
前
月
比

・
７
％
増
の


・
１
と
、
２
カ
月
連
続
で
上

昇
し
た
。
旅
館
が

・
８
％

増
の

・
３
、
ホ
テ
ル
が


・
９
％
増
の

・
８
と
、
と

も
に
上
昇
。
第
３
次
産
業
全

体
は
０
・
４
％
増
の

・
２

と
、
３
カ
月
連
続
で
上
昇
し

た
。
調
査
で
は
同
月
の
第
３

次
産
業
活
動
に
つ
い
て
「
一

部
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、持
ち
直
し
の
動
き
」と
、

前
月
の
判
断
を
据
え
置
い

た
。

　
指
数
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

第
３
次
産
業
に
属
す
る
業
種

の
生
産
活
動
を
総
合
的
に
捉

え
た
も
の
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

旅
行
業
が

・
３
％
増
の


・
３
。
う
ち
、
国
内
旅
行
が


・
３
％
増
の

・
６
。
海

外
旅
行
が

・
２
％
減
の
３

・
３
。
外
人
旅
行
が
１
９
２

・
６
％
増
の

・
７
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

は

・
１
％
増
の

・
７
。

国
内
航
空
旅
客
運
送
業
は


・
７
％
増
の

・
２
。
道
路

旅
客
運
送
業
は
１
・
１
％
増

の

・
４
。

　
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
産
業
全
体
は
８
・
９
％

増
の

・
６
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ

の
ほ
ど
行
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

企
業
調
査
で
は
、
コ
ロ
ナ
が

自
社
の
営
業
に
「
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
あ
る
」
（
「
既
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
」

と
「
今
後
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
あ
る
」
の
合
計
）
と
す
る

企
業
割
合
が
前
月
比
０
・
８

㌽
増
の

・
４
％
と
、
４
カ

月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
特
に

「
今
後
マ
イ
ナ
ス
―
」
が
同

３
・
８
㌽
増
の
７
・
５
％
と
、

増
加
幅
が
比
較
的
大
き
か
っ

た
。
「
先
行
き
に
対
す
る
警

戒
感
が
や
や
高
ま
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
た
」
（
同

社
）
。

　
「
既
に
マ
イ
ナ
ス
―
」
が


・
０
％
。
ほ
か
に
、
「
影

響
は
な
い
」
が

・
５
％
、

「
分
か
ら
な
い
」
が
６
・
３

％
、
「
プ
ラ
ス
の
影
響
」
が

３
・
７
％
。

　
回
答
企
業
か
ら
は
「
感
染

状
況
に
よ
っ
て
自
社
の
業
績

が
決
ま
る
の
で
足
元
が
危
う

い
状
態
」
と
す
る
宮
城
県
の

旅
館
を
は
じ
め
、
「
最
初
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
入

っ
て
き
た
と
き
に
比
べ
、
業

績
へ
の
変
動
は
小
さ
い
よ
う

に
思
う
が
余
談
を
許
さ
な
い

状
況
と
考
え
て
い
る
」
「
集

客
事
業
に
つ
い
て
段
階
的
に

再
開
し
て
き
た
も
の
の
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
影
響
に

よ
り
再
度
振
り
出
し
に
戻
る

こ
と
が
一
番
の
懸
念
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。


